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は じ め に
広 葉 樹 の 葉 は 内 部 形 態 の 違 い に よ り 、 等 圧 葉 と 異 圧 葉 の 2 種 類 に 分 け る こ と が 出 来 る 。
異 圧 葉 を 持 つ 樹 種 の 葉 は 、 維 管 東 の 周 囲 に 維 管 東 鞘 延 長 部 ( 以 下 延 長 部 ) と し づ 水 や 気 体 を
通 さ な い 組 織 を 持 つ 。 こ の 組 織 は 葉 の 内 部 を 細 か な コ ン パ ー ト メ ン ト に 細 分 化 し て お り 、
葉 を 透 か し た と き 透 明 な 葉 脈 網 と し て 見 る こ と が で き る 。 一 方 、 等 圧 葉 を 持 つ 樹 種 の 葉 は 、
延 長 部 を 欠 く た め 葉 を 透 か し て も は っ き り し た 葉 脈 は 見 え な い 。 延 長 部 の 役 割 に つ い て は
古 く か ら 、 機 械 的 支 持 力 や 水 ス ト レ ス に 対 す る 気 孔 開 閉 の 感 受 性 向 上 、 透 明 な 延 長 部 に よ
る 葉 内 へ の 光 透 過 率 の 増 大 な ど 様 々 な 議 論 が な さ れ て い る 。 で は 、 こ れ ら 葉 の 形 態 に よ っ
て 樹 木 の 生 育 環 境 に 違 い が で る の で あ ろ う か ? 熱 帯 雨 林 は 種 の 多 様 性 が 高 く 、 同 所 的 に
様 々 な 進 化 系 統 の 種 が 生 育 し て い る 。 気 候 は 年 中 高 温 多 湿 で あ る が 、 強 光 高 温 に さ ら さ れ
る 林 冠 や ギ ャ ッ プ か ら 、 弱 光 高 湿 度 環 境 に あ る 林 床 ま で 大 き な 環 境 勾 配 を も っ て い る 。 特
に 高 さ が 7 0 m に 達 す る 突 出 木 種 は 、 強 光 高 温 ス ト レ ス に 加 え 、 高 さ に 伴 う 水 ス ト レ ス が 大
き い 。 こ の よ う に 多 様 な 樹 種 を 持 ち 、 環 境 勾 配 が 大 き い 熱 帯 雨 林 で 、 等 圧 葉 と 異 圧 葉 を 持
つ 樹 種 が 生 活 型 に よ っ て ど の よ う に 分 布 し て い る の だ ろ う か ? 本 研 究 で は 、 サ ラ ワ ク 熱 帯
雨 林 に 生 育 す る 様 々 な 樹 種 の 葉 の 内 部 形 態 と 生 活 型 の 関 係 を 調 べ た 。
材 料 と 方 法
調 査 は マ レ ー シ ア サ ラ ワ ク 州 ラ ン ピ ル 国 立 公 園 で L 行 っ た 。 調 査 地 は 、 年 間 を 通 し て 明 確
な 雨 季 乾 季 の な い 熱 帯 湿 潤 気 候 に 属 し て い る 。 同 公 圏 内 の 林 冠 ク レ ー ン 調 査 区 (4 ha) と ウ オ
ー ク ウ ェ イ ツ リ ー タ ワ ー 調 査 区 (8 h a)で 、 林 冠 木 か ら 林 床 低 木 ま で 4 6 科 12 6 属 2 4 9 樹 種 4 33
個 体 の 葉 の サ ン プ リ ン グ を 行 な っ た 。 樹 種 の 生 活 型 は 文 献 調 査 と 実 際 の 観 察 に 基 づ き 5 階
層 ( 林 床 種 < 2 . 5 m ， 低 木 種 2. 5・ 12. 5 m， 亜 高 木 種 12. 5・ 2 7 .5 m ， 林 冠 種 2 7.5・ 4 2 . 5 m ， 突 出 木 種 > 4 2 .5 m)
と ギ ャ ッ プ 樹 種 に 分 け た 。 林 床 と 低 木 種 は 採 取 で き た 種 数 が 少 な か っ た た め l つ に ま と め
た 。 採 取 樹 種 数 は 、 林 床 + 低 木 種 で 4 8 種 、 亜 高 木 種 で 7 8 種 、 林 冠 木 種 で 53 種 、 突 出 木 種
で 4 9 種 、 ギ ャ ッ プ 樹 種 で 21 種 で あ っ た 。 採 取 し た 葉 の 切 片 を 作 成 し 、 顕 微 鏡 観 察 に よ っ
て 延 長 部 の 有 無 を 記 録 し た 。
結 果 と 考 察
生 育 段 階 や 個 体 間 で 延 長 部 の 有 無 が 変 わ る か を 確 か め る た め に 、 約 4 0 樹 種 の 稚 樹 と 成 木
で 葉 の 内 部 構 造 を 比 べ た 。 林 床 の 稚 樹 で は 延 長 部 の 間 隔 は 広 が る 傾 向 が 見 ら れ た が 、 延 長
部 の 有 無 は 個 体 間 や 生 育 段 階 で は 変 わ ら ず 樹 種 に よ っ て 決 ま っ て い た 。 分 類 群 で は 、 同 一
科 内 で は 等 圧 葉 と 異 圧 葉 樹 種 が 混 在 し て い た が 、 属 内 で は ど ち ら か に 固 定 し て い る 場 合 が
多 か っ た 。 調 査 し た 全 樹 種 に 占 め る 等 圧 葉 樹 種 の 割 合 は 約 6 0 % で あ っ た 。 し か し 、 生 活 型
別 の 等 圧 葉 樹 種 の 割 合 は 大 き く 異 な り 、 林 床 + 低 木 種 で 約 9 0 % 、 E 高 木 種 で 8 5 % 、 林 冠 木
種 で 6 0 % 、 突 出 木 種 で は わ ず か 5 % で 樹 高 が 高 く な る に 従 っ て 異 圧 葉 を 持 つ 樹 種 の 割 合 が
増 加 し た 。 ま た 、 等 圧 葉 樹 種 の 割 合 は ギ ャ ッ プ 種 で も 低 く 約 4 0 % で あ っ た 。 林 冠 樹 種 や ギ
ャ ッ プ 種 で 異 圧 葉 樹 種 が 多 か っ た の は 、 延 長 部 が 持 っ さ ま ざ ま な 機 能 が 関 係 し て い る か も
し れ な い 。 こ れ ま で 延 長 部 は 、 機 械 的 支 持 力 増 大 、 気 孔 開 閉 の 感 受 性 向 上 、 光 透 過 率 の 増
大 と い っ た 役 割 を 持 っ と 考 え ら れ て き た 。 こ れ ら の 諸 機 能 は 、 林 冠 や ギ ャ ッ プ の よ う な 強
光 乾 燥 に さ ら さ れ 、 物 理 強 度 も 求 め ら れ る 環 境 に 対 し て 有 利 に 働 く た め 、 こ れ ら の 環 境 で
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異圧葉樹種が増加したと考えられた。一方、等圧葉は延長部が無いことで葉の光合成面積
が増加し、光合成の効率が向上するかもしれない。高い光合成効率は、林床のような弱光
環境で光補償点を下げるのに有利と考えられ、暗い林床で等圧葉樹種が増えた要因のひと
つで、あると推察された。
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